
 

 

 

 

 

 

 

２．検修職場社員・運輸職場社員が沿線の除草作業を行う場合の勤務の取扱いについて明らかにすること 

（組合）車セ・保技セなどどういう勤務でやったのか 

（会社）自区所を離れる時間は出張 

（組合）車セは所定。運輸区だけが違うのはなぜか 

（会社）午前中の作業であり行けば時間的に問題ない 

（組合）今後、時間外は考えているのか 

（会社）計画段階で時間外はしていない。 

（組合）運輸区だけ時間が違ったのは 

（会社）そこは具体的には… 

３．沿線の除草作業を行う時間と期間、線区と具体的な内容を明らかにすること 

（組合）実際に次は決まっているのか 

（会社）本日、車セの機走線でやっている。１０月以降は決まっていない 

（組合）今後、車セ単独はあるのか 

（会社）それは考えていない。保技セと合わせてやっていく 

４．安全確保の観点から検修職場社員・運輸職場社員による沿線の除草作業は中止すること 

（組合）触防の適用範囲内に入っている。その辺の計画段階の心配はないのか 

（会社）見張りの合図でやってくれと言っている。 

（組合）今後、ＴＣ列警を準備してやっていく事。あとやるのであれば運輸で準備してもらいたい 

（会社）設備も余っていないので…ＴＣ列警は範囲外の認識である 

（組合）会社がやる上で省略できる範囲は決まっている。ルールは徹底してもらいたい 

（会社）触防のルールでやっていく 

（組合）他系統が入っている。設備の中にいる中で最低でも触車防止の教育はしておくべき 

（会社）場所的なものは…点呼などで 

（組合）７月から計画していてなぜ９月まで教育できていなかったのか。 

（会社）安全に関しては一致している。点呼だけでなくできるよう教育は考える 

（組合）ルール違反が現実に起きている。コンプライアンス違反でもある。その認識をしてもらいたい。 

（会社）安全でない作業をやらせているわけではない。会社として責任をもってやっていく。 

（組合）現場に行った人から、実際に問題が出ている。やらないならやらないで７メートル以上のルールは守

ってもらいたい。やるならルールは守るべきだ。 

（会社）そうであれば確認するが… 

（組合）中止を求めている 

（会社）考える 

（組合）私服で作業していたが名札もしないでいいのか 

（会社）あるものでやるということで… 

（組合）系統を超えて行うものであるが、今回のことのようにコンプライアンスに触れることもある。問題意

識を投げても無視をする。こちらからは中止を求める。 

（会社）より安全な作業が出来るように持ち帰って検討したい 
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